
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 コンビニだ、スーパーだと何かと世間は騒ぐが、ここ中田（葛野

周辺）には50年以上前から、でんと店を構え、人気のお店が「シマ

ヤ」ストアーだ。以前は「島田屋」とよばれた時代もあったが、今

はオーナーが変わり現在の名称になっている。店内は下町風に言えば八百屋さん、魚屋さん、肉屋

さんの３店舗が入居している。いずれも品物は新鮮で味自慢。そこには日常会話が普遍で笑顔が満

ちている。 

■                     ■ 

「寿青果」（開店歴２７年、店主・ 浜野さん） 

一歩店に入ると青々とした野菜や旬な果物、西瓜、メロンが目をひく。野菜類が殆どだが、その

数を尋ねたら「ざっと 100 種類は越えてますね」と浜野さん。その他、日用品・パン・菓子・業務

用食料なども揃っている。また、老人ホーム、保育園、病院、社食などにも食材をおろしていると

いうから信用度も高い。ご主人の傍らで甲斐甲斐しく働く奥さん。その笑顔と接客へのサービスは

店の繁盛に貢献していることだろう。仲の良い夫婦一体で愛される店を支えている。 

入口に貼られたロゴマークが気になって調べてみたら、こう書かれていた。「お客様の美味しい

の笑顔をエネルギーに」。お客への感謝の気持ちが伝わる。 

「マスダの精肉店」（開店歴５１年、店主・増田さん） 

店の受付口は 1 メートルほどの幅で狭いが、その前の陳列棚のメニューにはロールハムかつ、玉

ねぎの串揚げ、牛肉コロッケ、ひな鶏の唐揚げなど、すぐ売り切れてしまうほど人気がある。この

店では電話１本で品物と時間を指定しておけば、いつでも揚げたての品を受け取ることができる。 

中に入るとガラス張りの陳列棚には結構たくさんの肉類が並べられている。店主の増田さんと娘

さんの二人で店を守っている。「美味しいお肉の味にこだわる」この道 50 年の増田さんの実力と腕

前は伊達ではないことが分かる。「肉は山形牛」。「お好みのお肉を提供します」の張り紙もある。

増田さんがこだわるのはいい油を使うことで、美味しい味をお客さんに届けることと話してくれた。 

「魚清」（開店歴５２年、店主・朝日さん） 

店内では 1 番の老舗。夫唱婦随で頑張っている頼もしいお店だ。取材でインタビューに来たこと

を告げると、奥さんが真っ先に「宮田さんでしょう、覚えていますよ」。私はここにきて 62 年にな

る。懐かしかった。店内は全てこんな雰囲気の店なのだ。主人の朝日さんは白い髭面のハンサム然

としているが、とてもやさしい。生きのいい魚を仕入れるために朝は４時半に起きて磯子の魚市場

に行く。お客さんに美味しい魚を提供するためだ。「この店の美味しいのはお刺身よ」すかさず奥

さんの声。よほど自信があるのだろう。今度ぜひ食べてみたい。ところで 7 月 26 日は「土用の丑

の日」。何十年前から有名で、この日一日は家族総出でかば焼きの煙が絶えない。今や町の超名物

になっている。                               （宮田 貞夫） 
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 東原遺跡から出土した青色の「石皿」は約 1 万年前の縄文草

創期の物で、ひがしが丘住宅ができる以前、畑の中から発見さ

れた貴重品である。「いずみ いまむかし」（平成 8 年発行）の

125 ページに写真入りで紹介されており、ほぼ完全な形で真ん

中に丸い穴が開いている。本文では大きさや重さまで書かれて

いない。その後長い間、所在が不明のまま時は過ぎて行った。 

 令和 6 年 2 月ごろ小島家の佐利氏（貞雄氏の長男）から本宅

の新築を機に「民俗資料館」の廃館と解体を同時にやりたいと

の申し出が「泉区歴史の会」（石井茂会長）に寄せられた。さ

らに資料館の資料は一部を除いたすべて公開し、必要なものが

あれば提供したいということだった。最盛期の「民俗資料館」

には大小約 2000 点（書籍、雑誌、玩具、農機具、記録写真、

文具など）、それとは別に貞雄氏個人が所有していた俳句の同人誌や文献、自著で今は絶版になっている「長

後街道絵巻」、俳句で綴る「泉区郷土かるた」、句集「愉しき農夫」。共著の「中和田郷土誌」（昭和 48 年 3 月

刊行）は今でもほしい人が絶えない。佐利氏にお願いして在庫を調べてもらったところ、幸いなことに大方

そろっていた。 

 さて本題に戻ろう。というわけで第 1 回の資料公開日は 2024年 4月 21 日、2 回目は 23日。これらの準備

は主として「歴史の会」と「中田かわら版」のメンバーが庭にビニールシートを敷き並べたものだ。2回目の

23 日は資料館から離れた別棟の物置小屋のホコリをかぶった諸々の中から石皿を「歴史の会」のメンバーが

発見してくれた。中田としては実物の歴史的遺産を再び保有することになった。（計測の結果は全長 48cm、

幅は下方 19cm、上方 27cm、厚さ 14,5cm、七の直径 8,5cm）。重さ 14,5㎏。なお実物は現在、東原自治会の

飯島猛旦氏が地元の出土遺跡として大切に保管されている。 

 

 ■調査されなかった中田の出土遺跡 

 中田の各地で表面出土していた遺跡類が 1 か所も正式な発掘調査が行われてこなったのは不思議としか言

いようがない。そのため公式な発掘調査が行われた隣接の新橋、岡津、弥生台、西が丘、領家など各地区の

遺跡調査団白書をもとに推測していろいろ分かった。中田町の丘陵地帯にも 1 万年前の縄文初期から古墳時

代までの長い年代にわたり先住民の生活があったことも分かった。特に、しらゆり公園から続く東原の丘陵

地帯からは縄文時代の初めから後期までの石斧、鏃（やじり）、石皿、土器が発見されている。東中田小学校

の校地から縄文中期の石斧、鏃、土器に加えて古墳時代のものと思われる火葬骨を納めた「甕（かめ）」が表

面出土していたまま発見されている。 

 さらに遺跡の表面出土した丘陵地区をあげると宮の台、富士見丘、中村、光が丘、朝日町、東谷、白百合

台、ひがしが丘、東原、中田踊場がある。平坦部の「かばた（河端）遺跡」（戸塚苑、山百合、高砂苑）の名

称は今でも身近な存在である。 

 ＜参考資料＞『いずみ いまむかし』（泉区小史発行委員会）、『泉区の中世石造物』（泉区歴史の会・中世

石造物調査部会 
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        異常気象のためか、近年は春と秋が短くなって、日本の四季が二季になりつつある

と唱える学者も出てきた。一方、夏ともなれば４０度以上の灼熱の日も珍しくなくなり、今年から

「酷暑」なる言葉が使われるという。 

すだれを通して心地よく入ってくる風を受けて奏でる風鈴の清涼の調べに、短い秋の愉しみ方な

どを夢想しながら、酷暑を忘れる夏を過ごしたい。               田中 進 

 
 

本紙に関するお問い合わせは踊場地域ケアプ

ラザ嶋までご連絡ください。 

【電話：045-801-2114】 

 編集後記 

東原遺跡の「石皿」はどこに？ 宮田 貞夫 


